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今月今月今月今月よりよりよりより「「「「安保安保安保安保    徹徹徹徹」」」」先生先生先生先生のののの著書著書著書著書のののの中中中中よりよりよりより気気気気になったになったになったになった文文文文をををを載載載載せていきますせていきますせていきますせていきます。。。。    

富田会主富田会主富田会主富田会主のののの遺遺遺遺したしたしたした言葉言葉言葉言葉とととと安保先生安保先生安保先生安保先生のののの主張主張主張主張ががががとてもとてもとてもとても近近近近いといといといと感感感感じましたじましたじましたじました。。。。安保先生安保先生安保先生安保先生のののの専門専門専門専門はははは『『『『免疫免疫免疫免疫

学学学学』』』』ですですですです。。。。現代医学現代医学現代医学現代医学のののの薬薬薬薬やややや注射注射注射注射でででで、、、、症状症状症状症状をををを抑抑抑抑えるえるえるえる「「「「対症療法対症療法対症療法対症療法」」」」にににに疑問疑問疑問疑問をををを感感感感じじじじ、、、、人間人間人間人間がががが持持持持ってってってって生生生生

まれたまれたまれたまれた『『『『免疫力免疫力免疫力免疫力』』』』をををを高高高高めめめめ、、、、自分自分自分自分でででで病気病気病気病気をををを治治治治すすすす方法方法方法方法をををを紹介紹介紹介紹介していますしていますしていますしています。。。。 

はじめにはじめにはじめにはじめに。。。。。。。。。。。。病気病気病気病気はははは『『『『自分自分自分自分でででで治治治治すすすす』』』』とととと決意決意決意決意するするするする    

 ストレスが自律神経や白血球系、エネルギー生成系、内分泌系など、体全体を束ねるあらゆ

るシステムを解して、心身のバランスを崩し病気をもたらしている。これを改善する為に生き

方の偏りを見直してストレスから逃れること、軽い運動を行ったり、お風呂を活用して血流を

促し体を温めたりすることが大切です。また、日に何度か深呼吸をすることも体調を回復させ

る効果があります。息をいっぱい吸ったら今度は肺の空気を極限まで吐き出しましょう。こう

して体内の古い空気を排出し新鮮な酸素をたくさん取り込むことでエネルギーの産生が活発

になり新陳代謝が良くなって免疫力も高まります。 

 こうした工夫で体の内部環境はかなり改善され、治癒の流れに入っていくことができます。 

 

 

  

 

  

 

 LDK に杉フローリング 洗面天井に桧板 

 

 

 

   

 

 

     

おおおお知知知知らせらせらせらせ    

今月より「木くばり」の作成、配布の担当が小山
Ɯ Ǎ Ǉ

になりました。よろしくお願い致します。  

 

 

焼焼津津市市 NN様様邸邸  外外部部工工事事ほほぼぼ完完了了しし、、内内装装工工事事にに入入りりままししたた！！！！  

၏ൢ၏ൢ၏ൢ၏ൢƷƷƷƷ׆׆׆׆ƸƸƸƸǹȈȬǹǹȈȬǹǹȈȬǹǹȈȬǹᲛᲛᲛᲛǹȈȬǹǹȈȬǹǹȈȬǹǹȈȬǹƷƳƍƷƳƍƷƳƍƷƳƍ࿢ؾ࿢ؾ࿢ؾ࿢ؾǛǛǛǛŵŵŵŵŵŵŵŵŵŵŵŵ    

金金谷谷 NN様様邸邸  環環境境調調査査をを行行いいままししたた！！  ＮＮ公公会会堂堂  造造成成工工事事中中！！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

ƴƓƍƱƴƓƍƱƴƓƍƱƴƓƍƱօօօօᙾᙾᙾᙾ    
五感の一つである嗅覚は、大気中に含まれる化学物質が刺激となっ

て起こる感覚で、味覚とともに科学感覚と呼ばれます。感覚を生じる最小

の刺激の強さを「いき値」といい、においの質を識別できる最低濃度を「認

知いき」といいます。 

認知いきは、においの質によって異なり、いき値が低いものに対しては、感覚が鋭敏に反応

することを示しています。例えば、レモンとジャコウのにおいを比べると認知いきの低いジャ

コウのにおいには認知いきの高いレモンのにおいより敏感

なことがわかります。 

人間の嗅覚は、数万種のにおいを識別できるといわれます。

識別したにおいから、何をイメージするかは人それぞれで異

なります。同じにおいでも、ある人にはフローラル〈花様〉

な香りであり、ある人にとってはウッディ〈木様〉な香りと

感じられます。 

においに対するイメージは主観的で千差万別なので、人に

よりにおいに対する嗜好性にさがあります。好きなにおいは

快適な香りで、嫌いなにおいは不快なにおいに感じられます。 

カヤのにおいは「好き」と「嫌い」が同じ割合ですが、ス

ギ、ヒノキなどのにおいは圧倒的に好まれています。スギ、

ヒノキから緑の森をイメージする人が多いからでしょう。 

においは生活に欠かすことのできないものです。食物の腐

敗臭や火災発生のきなくささなどは、人に危険性を知らせる信号です。食事をするときに無臭

であったなら、花や樹に香りがなかったなら、味気ないものになってしまいます。 

このようなにおいの機能は、飲食物や化粧品の芳香として、また、建物内に樹木や花のにお

いを流すなど、広く生活のなかで利用されています。 

 


